＜環境モデル都市の取り組み＞田園型環境都市にいがた ～地域が育む豊かな価値が循環するまち～ by 三富 健二郎
田園型環境都市にいがた 
～地域が育む豊かな価値が循環するまち～ 





【食料自給率】 63% 政令市1位（H17） 
【販売農家数】 9,683戸 全国市1位（H22）  
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   ・にいがた市民環境キャンパスの推進 





   ・３R運動の推進と三者協働 
   ・事業系ごみの排出抑制と資源化の推進 
(4)スマートウェルネスシティの構築（総合特区） 
   ・公共交通及び自転車で移動しやすく 
  快適に歩けるまちづくり条例の制定 
 ・自転車利用拡大に向けた取り組み促進 
   (自転車走行空間整備)  (駐輪場整備) 
    (レンタサイクルの推進) 







   ・人と環境にやさしいまちづくりの推進 
   ・新たな交通システムの導入(BRT） 
(4) モビリティの低炭素シフト 
   ・EV、PHV、HV等の次世代自動車の普及拡大 
   ・エコドライブの拡大 
   ・高齢化対応、近距離移動にマッチした 






   ・風力発電事業・太陽光発電事業の推進 
   ・家庭、事業所における再生可能エネルギー導入拡大 
   ・公共施設における蓄電池と連携した整備推進 
   ・スマートエネルギー関連産業の育成 
(2) 未利用エネルギーの徹底活用 
   ・廃棄物発電の推進 
   ・下水汚泥消化ガス発電の推進 
   ・下水熱利用の検討 
   ・工場排熱利用の検討 
   ・農業用水路など農地特性を活かした発電モデルの実証 
   ・里山などの間伐と間伐材の利用促進【再掲】 
(3) 新潟市版スマートエネルギーシティの構築 
   ・HEMS、BEMS、FEMSの推進 
   ・スマートタウンの整備（西野中野山区画整理事業） 




   ・環境保全型農業の推進     ・農業の低炭素化の推進 
   ・農業に関する「知」の集積（アグリパーク・農業活性化研究センター） 
(2) 地域資源の有効利用 
  ・新潟ニューフードバレーの形成 
  ・地産地消の推進  
(3) バイオマス資源の持続可能な利用 
    ・農業系バイオマス資源の活用推進 
    ・耕蓄連携による再資源化の推進 
    ・バイオ関連「知」の集積(バイオリサーチセンターなどの取組） 
(4) 田園環境を活かした文化空間創出 
   ・水と土の芸術祭の開催 
   ・ユネスコ創造都市ネットワークの食文化 
  分野(ガストロノミー）の認定に向けた取り組み 
   ・都市型グリーン ・ツーリズムの振興 
(5) 市街地をやさしく包み込む田園環境の保全 
   ・田園、里潟、里山の生物多様性の保全 
   ・里山などの間伐と間伐材の利用促進 
   ・豊かな自然環境を保全する環境活動の推進 
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《事業概要》 【Ｈ２５ 総務省 分散型エネルギーインフラブロジェクト調査事業採択】 
 
   公共施設が集中立地している地域に再生可能エネルギーや蓄電池、ガスコージェネレーション 
   シス テム、ＥＭＳ等を導入し、従来の個々の電力契約を一括受電契約に変更し，停電時も再生 
   可能エネルギー等を活用しながら、電力を安定的に利用できるスマートコミュニティのモデルを 

















 効 率よく利用でき、CO2削減につながる。 
●停電時も電力利用が可能。 
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  低炭素型ライフスタイルを普及拡大 
 ③地域の活性化にも結び付ける とめドキくん （新潟市地球温暖化防止キャラクター） 




























《実施内容》 「公共交通及び自転車で移動しやすく  







     【スマートウエルネスシティ（SWC）】 地域活性化総合特区 
      生涯にわたり健やかで幸せに（健幸）暮らせるまちを創造すること 
 
















バス利用者   ▲４０%  (過去10年間） 
バス運行便数 ▲２０% 
１９８８年 ２０１１年 
自動車保有台数   １.５９台/世帯 
急激な高齢化の進展 
 


















0 500 1,000 2,000 3,000m 
燕駅 
東三条駅 
県庁 東区役所 
西蒲区 
西区 
秋葉区 
江南区 
北区 
中央区 
東区 
北陸自動車道 
日本海沿岸東北自動車道 
磐越自動車道 
田上駅 
加茂駅 
ＪＲ白新線 
ＪＲ羽越本線 
ＪＲ信越本線 
ＪＲ磐越西線 
ＪＲ越後線 
聖籠町 
新潟駅 
豊栄駅 
北区役所 
東新潟駅 
亀田駅 
江南区役所 
新津駅 
矢代田駅 
秋葉区役所 
西蒲区役所 
巻駅 
岩室駅 
南区役所 
新潟市役所 
中央区役所 
西区役所 
新崎駅 
田園部 
公共交通網の再構築 
区
バ
ス 
住
民
バ
ス 
①地域内の生活交通確保 
②都心アクセスの強化 
鉄道・骨格幹線バス パーク＆ライド 
③都心部での移動円滑化 
ＢＲＴ（次世代型バスシステム） 
都市部 
③都心部での移動円滑化 
 
②都心アクセスの強化 
 
①地域内の生活交通確保
 
田園型環境都市にいがたの実行組織図 
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行政機関内 主に地域住民等 
との連携 
新潟市 
環境保全調整会議 
環境保全関連の庁内の組織横断
的な取り組み体制 
主に大学･地元企業等
との連携 
大学連携新潟協議会 
市内8大学が参加し，その英知を市
政に活用する連携組織 
新潟市都市政策研究所 
施策の検討に必要な研究を行う市
長直属のシンクタンク 
にいがた市民環境会議 
環境保全活動を実施する各主体の
緩やかな連携 
にいがた市民環境 
キャンパス 
市民への環境学習機会の提供 
環境全般 
新潟市 
地球温暖化対策 
推進本部 
地球温暖化対策に関する庁内の組
織横断的な取り組み体制 
新潟市 
地球温暖化対策 
地域推進協議会 
市民，市民団体，事業者等各主体
が連携して普及啓発の具体的事業
を展開  
新潟市 
スマートエネルギー 
推進会議 
新潟大学，地元エネルギー供給事
業者との連携 
地球温暖化対策 
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「市民運動」的な取り組みへ 
Niigata City 
